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空 家 茅 葺 民 家 の 地 域 資 源 化 に 向 け た ア ク シ ョン リサ ー チ

新川 田篭地区での 「内ヶ原の家」プロジェク ト

主査 菊 地 成 朋*1

委員 牛 島 朗*2,天 満 類 子*3,赤 田 心太*4,

「茅葺きの補修を自らの手で行い,地 域システムとしての再生をめざす」

福岡県 うきは市の新川田篭地区には茅葺き民家が数多く残っているが,そ れ らの多 くは持続の困難に直面 している。そ

のような茅葺きの空家を使って,素 人による茅屋根の補修を試みる活動を行なった。専門家に助言をもらいながら,茅 葺

きの道具づくり,茅 材の調達,技 術習得 と実践,集 落住民らとの茅葺きワークシ ョップを実施 し,そ の過程を記録するこ

とで,非 専門家がどこまで茅葺き工事に参与できるのかを検証 した。それによって,か な りの作業を担える可能性が確認

できたが,同 時に想定 していなかった課題も見出された。今後は,地 区内での茅場再生にも取 り組み,地 域循環的な営み

として茅葺きが行われることを目指 し,活 動を続ける予定である。

キ ー ワ ー ド:1)茅 葺 き 民 家,2)再 生,3)空 家 活 用,4)地 域 資源,

6)ワ ー ク シ ョ ップ,7)ア ク シ ョン リサ ー チ

5)新 川 田篭地区,

ACTION RESERCH ON EFFECTIVE USE OF UNOCCUPIED THATCHED ROOF HOUSES AS 

                      LOCAL RESOURCES 

 -A Project Called "Uchigaharu House" in Niikawa Tagomori Area -

         Ch. Shigetomo Kikuchi 

Mem. Akira Ushijima, Ruiko Temma, Shinta Akada

We repair a thatched roof house by ourselves that will lead the restoration of the roofing system in 

the local area. 

 Many thatched roof houses encounter continuance difficulties despite the numbers of remains of them in Niikwa Tagomori area, 

Ukiha district, Fukuoka prefecture. We tried a set of action for repair a thatched roof house as nonprofessional roofers on one of the 

unoccupied houses. We verified a possibility of nonprofessional participation in the thatched roofing process after we documented the 

practice that we crafted roofing tools, procured roof materials, learned special skills following professionals' advice and operated a 

workshop with inhabitants.

1.背 景と目的

本プロジェク トは,空 家 となった茅葺 き民家を再生す

る試行を通 じ,伝 統民家の現代的な持続 に向けた課題の

抽出および地域居住者や技術者 と研究者が連携 した新た

な体制の構築を 目指すものである。伝統民家の保全 ・活

用は,近年 さまざまな形で取 り組 まれ るようになったが,

必ず しも総合的方策が見出されているわけではない。特

に茅葺き民家は,葺 き替えとい う定期的な営みを前提 と

することか ら,現 代における持続には難 しさがある。一

方で,そ れ らが立地する地域 は過疎高齢化に直面 してい

る場合が多 く,管 理主体を失 った空家が朽 ちるのを待つ

よ うな状況が見られる。

福岡県 うきは市 「新川 田篭地区」には茅葺き民家が数

多 く残ってお り,2012年 に重要伝統的建造物群保存地区

(以下,重 伝建地区)に 選定された。 この選定により茅

葺き民家には一定の保存対策がとられることになったが,

それは指定された区域内でのみ適用 されるものであ り,

周辺 に残 る同様の茅葺 き民家には支援 が及 ばない(図

1-1)。

本プロジェク トの対象地 となる内ヶ原集落は,新 川田

篭地区内にあって重伝建地区の線引きから外れた集落で

ある。われわれは,2008,2009年 に うきは市の依頼によ
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り重伝建の選定に向けての実地調査を担当したが注1)文1),

内ヶ原集落 とはその時からの交流が続いてお り,地 域づ

くり活動への協力や過疎高齢化の進む集落の将来を検討

する取 り組みを行なってきた。

新川 田篭地 区の多 くの茅葺 き民家が トタンを被せ ら

れている中,内 ヶ原集落には従来の茅葺 きのままの民家

が1棟 残っている。この茅葺 き民家は約40年 間,空 家の

状態だったが,そ の間も所有者の家族が茅の葺 き替えな

どのメンテナンスを行なってきたため,比 較的良好な状

態で保たれていた。 しかし,諸 事情からそれ も難 しい状

況 とな り,2016年 には取 り壊 しが検討 されていた。われ

われはその建物を借 り受け,そ の活用 と持続の道筋を探

る企画を提案 した。 さいわい所有者の理解が得 られ,取

り壊 しは延期 となった。そのように して始まったのが,

この 「内ヶ原の家」プロジェク トである。

今回の茅葺 き屋根の 自力修復を通 して,現 代における

茅葺き民家維持の技術を検討するとともに,多 額の資金

や公的補助がな くとも伝統的民家が持続するあ り方を模

索する。

福岡県

図1-1プ ロ ジ ェ ク ト対 象 地 区

2.活 動の概要

対象 とす る建物は,建 設が江戸期 とされる茅葺き民家

で,40年 ほど前に居住者の移住により空家 となった(図

2-1,2-2,2-3)。 しか し,そ の後 も市内に住む子孫家族 に

より維持管理 され,茅 葺 き屋根に関しても2002年 に葺 き

替えが行われている。その際に寄棟の4面 の うち3面 が

葺き替 えられたが,東 側1面 はそのまま手が加 えられな

かった。そのため,東 面がかなり痛んだ状態 となってお

り,今 回はその部分を対象 に自力による修復を試み るこ

ととした。

実際の茅葺 きの修復 については専門技術 を要するこ

とから,専 門家の指導を仰いだ。2017年9月 より3回 に

わたって,当 該地区も含め広く茅葺きを手がける三苫義

久氏(奥 日田美建)か ら茅葺きの技術を学んだ。同時に,

今回の修理方法の選択についても助言 をもらった。

三苫氏の助言をもとに,茅 葺き補修 の進め方について

検討 した。そのなかで,茅 葺きには専用の道具が必要で

あること,そ れ らは職人が 自ら作るもので一般には市販

されていないことがわかった。そこで,メ ンバーによる

道具製作 を行 うことにした(9月 ～10.月)。

11月 か ら現場工事に着手 し,足 場の設置,老 朽化状況

の調査,補 修方法の検討を12.月 にかけて行 なった。並行

して,茅 等の屋根葺き資材の調達に努 めた。その後,現

地での試行 を踏まえて工法を修正 しなが ら工事を進めた。

工法が確定 した段階で,住 民や一般市民が参加する茅葺

きワークシ ョップを開催することにした。事前に集落内

外に広報 を行ない,2018年1月7日 に開催 したワークシ

ョップには,多 数の参加 を得た。作業終了後,内 ヶ原公

民館 にて懇親会を催 し,集 落住民,地 域外参加者,茅 葺

き職人 らが茅葺きをめぐって懇談 した。

ワークシ ョップ後 も茅葺き補修工事を継続 し,2018年

2.月に今回の工事の完了に至った。

続いて,茅 場再生プロジェク トに着手 した。従来,茅

葺きの茅はそれぞれの地域内で確保 されてお り,入 会地

としての茅場が共同体によって運用 されていた。戦後に

その多 くが消失 し,近 年では茅が専門業者によって生産

され,売 買され る。それを再び地域内循環資源 として生

産 し,茅 葺き材料 として使 う営みの形成を目指そ うとい

うものである。

その試行 として,耕 作放棄地となっている旧棚 田を借

り受け,茅 を育成することにした。まず,新 川地区の候

補地を検討 ・選定 し,借 用の許可を得た。また,茅 の育

成や生産についての情報収集や生産者へのヒア リングを

行い,今 回の方法 とスケジュールを検討 した。そのよう

にして実施計画はほぼ確定 したが,屋 根に使 える茅が育

つまでには長い年月を要する。現在はその準備段階にあ

り,年 内の植付けワー クショップ開催 を目標 に現地での

作業を行なっている。
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図2-1〈 内 ケ原 の家 〉外観
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図2-2〈 内 ケ原 の家 〉平面 図

図2-3〈 内 ケ原 の家 〉断面 図

3.茅 葺き補修プロジェク ト

3.1破 損状況の確認 と補修方法の検討

まず,軸 組 について 目視 による調査を したところ,耐

久性に問題があ り長期使用 には本格的な補強が必要であ

ることがわかった注2)。そのため,今 回の修復は,本 格的

な葺き替えではなく,対 症療法的な補修である 「差 し茅」

を選択することにした。

次に,足 場 を組んだ段階で,屋 根面の破損状況を確認

した。その際に,こ の東面の素材が茅ではなく杉皮であ

ることが判明した。林業が盛んだった当該地区では,昭

和期を中心に杉皮葺 きによる屋根面補強が普及 している。

茅にくらべ杉皮は耐久性に優れ,50年 ほ どの寿命がある

といわれている。 この民家 も,当 初は茅葺きだったもの

が,昭 和期に全体が杉皮葺 きとなった と考えられる。そ

れが2002年 の葺き替 えによって3面 が茅葺 きとな り,東

側が古い杉皮葺きのまま残 されていたのである。

その杉皮が老朽化 して脆い状態 となってお り,表 面が

凹み,部 分的に 「ホコ竹」(茅を押さえつけて止める竹材)

が露出 していた(図3-1,3-2)。 今回の補修では,傷 みの

ひ どい部分を補強 し,薄 くなった屋根材 を充填 し屋根厚

を増やすことにした。

工法は,次 のよ うな方針 とした。素材 には,茅 と杉皮

を併用 し,破 損状況によって使 う素材を選択す る。屋根

の厚みの確保 には,杉 皮の充填 と 「トラ葺き差 し茅」を

行 う。「トラ葺 き」は茅 と杉皮を交互に層状に葺くもので,

今回は差 し茅を列状 に行 うことで トラ葺 きの仕上がりと

する。参加型 ワークシ ョップではこの 「トラ葺き差 し茅」

の作業を行 う。

ほこ竹

図3-1修 理 前の 東側妻 面
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3.2道 具 の 製 作

ま ず,三 苫 氏 の 道 具 を 見 せ て も らい,実 測 を行 な っ た 。

茅 の 葺 き 替 え に 用 い る道 具 は,大 き く タ タ キ,ハ サ ミ,

バ リか らな る。 タ タ キ は,葺 い た 後 の 茅 を 叩 い て揃 え る

た め の 道 具 で,使 い 方 や 形 状 に よ っ て ホ メ イ タ,ナ ガ エ,

リ ョ ウテ ヅ キ な どの 種 類 が あ る 。 ハ サ ミは,仕 上 げ の 段

階 で 茅 を切 り揃 え る 際 に 用 い る 。 屋 根 面 に 手 が 当 た らな

い よ うに柄 と刃 との 問 に 角 度 が つ け られ て い る。 ま た,

軒 と平 面 で は刃 渡 りの ちが うハ サ ミ を使 う こ と が 多 い 。

バ リは,ホ コ竹 を 固定 す る た め に縄 を 屋 根 の 表 か ら裏 側

に 突 き通 す 時 な ど に使 う。 先 端 を尖 が らせ,そ こ に 穴 を

あ け た 形 状 を して い る 。 そ の他 に,茅 葺 き 道 具 と して,

茅 を 引 き 抜 く ヤ ッ トコ,差 し茅 の 際 に 隙 間 をつ く るサ ジ,

コ ジ ア ケ な ど も使 っ て い る(図3-3)注3)。

そ れ らの うち,今 回 は ホ メ イ タ ・ナ ガ エ ・サ ジ ・コ ジ

ア ケ の4種 類 の 道 具 を 作 る こ と に した(図3-4)。 ホ メイ

タ とナ ガ エ は茅 を 叩 い て 均 し形 を整 え る道 具 で,ホ メイ

タ は 平 面,ナ ガ エ は主 に 軒 先 に 用 い られ る。 材 料 に は,

ホ ー ム セ ン ター で 杉 材 を 購 入 して 使 っ た 。ホ メ イ タ は,2

枚 の 板 材 を貼 り合 わ せ,電 動 丸 鋸 で表 面 に 凹 凸 を つ け,

角 材 を 削 っ て 作 っ た 取 っ 手 を ビ ス とボ ン ドで 接 合 し た

(図3-5,3-6)。 ナ ガ エ は,1本 の 角 材 を 削 り 出 して 作 っ

た。 サ ジ は,孟 宗 竹 を 半 分 に割 り,形 を整 え,デ ィ ス ク

グ ラ イ ン ダ ー で 先 端 を 薄 く 削 っ て 作 成 した(図3-5,3-7)。

コ ジ ア ケ は ,板 材 を 削 っ て 作 り,そ れ に角 材 の 取 っ 手 を

つ け た 注4)。



その他,ハ サ ミ ・押切などの工具については,う きは

市浮羽歴史民俗資料館が保管 しているものをお借 りした。
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　図3-3三 苫氏 の茅葺 き道具

3.3資 材の調達

屋根材 として使 う茅は,佐 賀県で屋根葺き用の芦の採

集 ・販売 を行なっている中尾貞弘氏から無償で提供 を受

けた。中尾氏 とは2012年 にク ド造 り民家の研究の一環 と

して葺き替えの取材を行 なった縁で親交があ り文3),使わ

ない中古の茅のス トックが20束 あるとい うことで,そ れ

を譲 ってもらうことになった。

杉皮については,当 初 は市内の製材所からの入手を見

込んだが,屋 根葺きに適 した杉皮を提供できる製材所は

見当た らず,な かなか目処が立たなかった。たまたま重

伝建地区内で杉皮 を外 して茅葺 きとす る修理工事 を行な

っている物件があ り,杉 皮が廃材 として大量に発生 して

いた。施工者の植 田龍雄氏(阿 蘇茅葺き工房)に 相談 し,

その中古杉皮を譲 り受けることになった。

足場木 に使 う真竹は住民の協力 によ り内ヶ原集落 の

竹林か ら切 り出した。その他のものはホームセンターな

どで購i入して揃えた。
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図3-4自 作 した茅葺 き道具

＼

●

3.4補 修の施工

足場の設置(2017年11.月):当 該民家は茅葺き屋根の

周 りに瓦の下屋が付属 しているため,そ れを避ける形で

足場を設置する必要があった。 これには大学の技術職員

の協力を得て一般的な工事現場で使用 され るスチールパ

イプの足場を設置 した(図3-8)。 その際に建設関係 の業

務に従事する内ヶ原集落の住民の方にも協力いただいた。
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図3-7サ ジの製 作

現地での技術指導 と試行(2017年12.月 ～2018年1

.月):足 場設置後,三 苫氏 と上村淳氏(奥 日田美建)よ り

実地指導 を受け,そ れ をもとに試行錯誤で工事を行なっ

た。初回の指導では屋根面の劣化状況の確認 し,補 修箇

所 と補修方法について実際に試 しなが ら検討 した(図

3-9)。 その後,数 日にわたって,指 導を受けたメンバー

のみで 自力による補修 を試みたが,う まく施工すること



ができなかった。そこで,2回 目の指導では自力で補修

した箇所の状況を上村氏が確認 し,具 体的な改善点につ

いて助言をもらった。そ して,そ の後には基本的な作業

がある程度できるようになった。 さらに3回 目の指導で

は,凹 凸を均す際のコツなどを教 えて もらった。それ に

よって仕上げの出来栄えが格段に向上 した。

採用 した工法は大きくトラ葺き差 し茅,差 し杉皮,穴

塞ぎの3種 類である。

トラ葺き差 し茅:茅 と杉皮の混ぜ葺きである 「トラ葺

き」を参考にして,杉 皮葺 きに茅を列状 に差す工法を考

案 し,実 際に試 してみることにした。 これによって,茅

を充填 して屋根厚を回復 させるとともに,見 栄 えとして

も疎 らに茅が差され るのにくらべ有効である。その施工

の手順 を図3-10に 示す。(1)茅 の差 し込みでは,作 成 し

たサジで杉皮 を持ち上げ,押切で60cmに カ ットした茅を

差 し込む。その際,茅 の根元を下に揃える。(2)叩 き入れ

では,作 成 したホメイタを用いて,差 し込んだ茅を屋根

の中のほ うに叩き入れる。その際,角 度 を保つように茅

を上から手で押さえなが ら叩く。(3)切 り揃 えでは,屋 根

表面にはみ出した茅を,ハ サ ミを用いて切断 し,屋 根の

面を揃 えていく。(4)ト ラ柄の作成では,切 り揃 えた茅の

上部の杉皮5cmr程 度の間隔をあけて,(1)～(3)の 工程 を

繰 り返すことにより,縞 模様の屋根表面を作 り出す。

差 し杉皮:屋 根厚 を回復 させるもう1つ の工法 として,

差 し杉皮を試みた。 これは,茅 屋根に差 し茅をするよう

に,杉 皮葺きに杉皮 を差 し込む方法である。その施工手

順を図3-11に 示す。(1)杉 皮の引き出しでは,サ ジを用

いて凹んでいる箇所の杉皮 を持ち上げ,サ ジの下の杉皮

を引き出す。(2)杉 皮の差 し込みでは,引 き出した杉皮 の

下に新 しい杉皮(今 回は中古)を 差 し込む。その際,杉

皮が短 くなっている部分に重点的に差 し込む。(3)叩き揃

えでは,ホ メイタを用いて,差 し込んだ杉皮 と引き出し

た杉皮 を一緒 に叩き入れ,表 面を揃えていく。 この作業

を,東 側全体をみて凹んでいる箇所に施 し,厚 みを回復

させるとともに,屋 根面の凹凸をな くす ように した。

穴塞ぎ:特 に痛みが激 しく穴が空いている箇所には,

詰め物 をして表面を塞 ぐ施工を行なった。その手順を図

3-12に 示す。(1)ツ メモ ノの設置では,穴 が空いて露出

したホコ竹の奥に,杉 皮(劣 化 したもので構わない)を

詰める。これは,仕 上げとして並べる杉皮の勾配が緩ま

ない ようにす るためである。(2)杉皮並べでは,下 部か ら

順に杉皮を並べる。その際,上 下の隙間が重ならないよ

うに,互 い違いに重ねてい く。(3)ホ メイタを用い,並 べ

た杉皮 を叩き揃 える。

この他,軒 先や角の部分な どの部分補修には茅を用い

た。

工事の竣工(2018年2H):lH7日 のワークショッ

プ後 も東側妻面の補修工事 を継続 し,1月 末をもって今

回 の 補 修 工 事 は 完 了 と した 。 さ らに,2月 初 旬 に 足 場 を

解 体 ・撤 去 して い る(図3-13)。
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4.茅 葺 き体 験 ワ ー ク シ ョ ッ プ

4.1ワ ー ク シ ョ ッ プの 企 画 と準 備

補 修 方 法 が 決 ま り,幾 度 か の 試 行 に よ っ て 工 事 の 目処

が 立 っ た段 階 で,住 民 や 一 般 市 民 が 参 加 す る 「茅 葺 き体

験 ワー ク シ ョ ップ 」 を企 画 した 。 これ は,茅 葺 き に つ い

て 関 心 を も っ て も らい,保 全 の 取 り組 み に 共 感 を得 る こ

とを 期 待 して の こ とで あ る。

ワー ク シ ョ ップ で は,一 般 的 な 「差 し茅 」 に 工程 が 近

く,並 ん で 同 じ作 業 の で き る 「トラ葺 き差 し茅 」 を 行 う

こ と に した 。 学 生 が 中 心 に な っ て 企 画 を検 討 し,フ ライ

ヤ ー の 作 成,地 域 住 民 へ の 連 絡,当 日の 茅 葺 き作 業 の 計

画,慰 労 懇 親 会 の 準 備 な ど の役 割 分 担 を決 め て 進 め た 。

ま た,写 真 や 動 画 の 記 録,参 加 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー を行

う こ とに し,そ の 担 当 も決 め た 。

期 日は,工 事 の 進 み 具 合 と地 域 行 事 の 日程 等 を 考 慮 し

て2018年1.月7日 と した。フ ライ ヤ ー を 作 成 し,集 落 の

方 々 や 協 力 者 に 直 接 渡 し,さ ら にFacθbookペ ー ジ に 掲 載

して 参 加 を呼 び か け た 注5)。

4.2ワ ー ク シ ョ ッ プの 実 施

1月7日 の ワー ク シ ョ ップ に は,40名 が 参 加 した 。

図4-1に 示 す よ うに,大 学 関係 者,集 落 住 民 の ほ か 一 般

か ら も13名 の 参 加 が あ っ た 。さ らに,プ ロ ジ ェ ク トを通

じて の 協 力 者 で あ る奥 日 田美 建 の 技 術 者2名,阿 蘇 茅 葺

工房 の 技 術 者2名 に も参 加 して も らっ た 。

ワー ク シ ョ ップ で 行 な っ た 作 業 は,地 上 で の 「茅 束 づ

く り」 と足 場 に 登 っ て の 「差 し茅 」 の2種 類 で あ る 。 ま

ず,ス タ ッ フ が プ ロ ジ ェ ク トの 趣 旨 と 当 日の 作 業 内 容 や

注 意 事 項 に つ い て 説 明 した 後 に,茅 葺 き の 体 験 に 入 っ た 。

「茅 束 づ く り」は,茅 を適 切 な 長 さ(約60cm)で 切 断 し,

茅 の 元 末 を揃 え て 差 し茅 に使 い や す い 分 量 で ま とめ 紐 で

縛 る とい うも の で,前 庭 を使 っ て 行 な っ た。 そ の 際,初

心 者 で も 分 量 が揃 うよ うに,パ イ プ を ゲ ー ジ と して 使 っ



た(図4-2)。

「差 し茅」は足場の上で行われるため,グ ループを作

った上でヘル メットを渡 し,足場上へと誘導 した。まず,

スタッフが実演を行いながら説明した。作業は①修理箇

所の選定②差し込み③叩き入れの段階を踏むが,ト ラ葺

きのラインが揃 うように①はスタッフが行い。その うえ

で参加者には② と③の工程 を体験 してもらった(図4-3)。

差 し茅は,休 憩を挟んで2時 間ほどにわたって行われ,

希望者全員が体験 した(図4-4)。

作業終了後 に,内 ヶ原公民館で慰労を兼ねた懇親会 を

開催 した。そこでは,三 苫氏に茅葺きに関する講話をし

ていただいた。

雪

黛
,
3

趣

n

N

、
づ

鶏

、

昌

茎

、
、.
凄

!

y
鶏

憲
凝

愚

湘

吼

緕
鷺

で

ノ

、
ボ

・
＼

望

垢＼

.

,鰐

-

㍉

ぐ

-

て
ン

》
気
『

.

激

図4-2茅 束 づ くりの作 業

4.3参 加 者 の 感 想

一 般 参 加 者 か らは
,次 の よ うな 感 想 が 寄 せ られ た。

「小 さい 頃,こ うい う作 業 を させ られ た 。 昔 を思 い 出

し て懐 か しい 。」(80代 男 性)

「見 て い るだ け で は わ か ら な か っ た が ,解 説 して も ら

い な が ら,実 際 にや らせ て も ら う と,こ うい うこ とだ っ

た の か とい うこ とが わ か っ て,お も しろ か っ た。」(40代

男 性)

「そ もそ も茅 葺 き 屋 根 を 見 た こ とが な い の で,子 供 達

が 触 れ て 補 修 ま でや る とい うの は,な か な か で き な い 。

冬 休 み の い い 思 い 出 に な っ た と思 う。」(30代 父 親)

「楽 しか っ た 。 茅 葺 き を 知 っ て い て も,ど ん な 風 に 作

る か とか は 考 え た こ とが な か っ た の で,新 鮮 だ っ た 。」(30

代 女 性)

一 方
,集 落 居 住 者 か らは,「 集 落 の 人 は あ ま り興 味 が

な い か も しれ な い。 も っ と参 加 す るか と思 っ た が,寒 か

っ た か ら参 加 者 が少 な か っ た の だ ろ う。 も う少 し天 気 が

良 け れ ば,こ の 地 区 に 多 い 老 人 も集 ま っ た か も しれ な

い 。」 とい う感 想 が 聞 か れ た。

ま た,茅 葺 き職 人 か らは,「 参 加 者 の 中 に,将 来 こ う

い う茅 葺 き の 家 に移 り住 ん で み た い とい うよ うな 人 が い

た ら と思 う。 や は り,こ うい う 日本 の建 築 文 化 あ る い は

生 活 文 化 を残 し て い って も ら い た い 。」とい う希 望 が示 さ

れ た。

分類 人数 性別 人数

地域住民 8 男 28

一般参 加者

(うち子供)

13

(2)

女 12

計40

大学関係者 9

茅葺職人 4

ス タ ッフ 6

計140
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5.茅 場再生プロジェク ト

5.1茅 育成の情報収集

茅葺き補修プロジェク トが一段落 した2月 か らは,茅

場再生プロジェク トに着手 した。まず,文 献で茅に関す

る基本情報を確認 した後,阿 蘇で茅場づ くりを実践 して

いる瀬井純雄氏(阿 蘇花野協会)に ヒア リングを行なっ

た。

茅(主 にススキ)は 根によって越冬す る多年生植物で,

植物遷移における草原の最終形態である。 したがって,

茅場の多 くは長年にわたって維持 され るものであ り,新

たに植付 けるよ うなことはあま りないという。阿蘇 も植



物遷移が進みススキの草原 となった場所で,例 年,草 刈

り,野 焼きを行 うことで維持管理 されてお り,茅 の植付

けはほとんど行われていない。

阿蘇花野協会は,阿 蘇の草原の再生に取 り組んでいる

団体で,管 理 されず荒地 となった土地の樹木 ・雑草を除

去 し,草 刈 り ・野焼 きなどの営みを復活 させている。数

年それ を繰 り返す とススキが増殖 し,次 第に草原 となっ

ていった。そのススキの活用法 として茅葺き屋根に使 う

ことが検討 され,阿 蘇茅葺き工房の植 田氏 らと連携 して,

草原再生のプロセスに茅材の生産が組み込まれ るよ うに

なった。

われわれ のプ ロジェク トでは植付けによる茅場育成

を行 うことにしたが,瀬 井氏によれば,茅 の植付 けには,

穂からとった種をポッ ト・鉢で育て敷地に植 える方法 と,

自生 してい る茅の株分けをして移植す る方法 とがあると

い う。時期については,移 植 の場合には茅の生育が止む

冬場に行 うのがよいとい うことだった。また,野 焼きを

することは難 しく危険を伴 うため,刈 り取 りのみによる

維持管理を勧 められた。

5.2敷 地の選定

敷地は,新 川田篭地区内の分田集落(図1-1)に ある

休耕 田とした。新川 田篭地 区の棚 田は景観的に優れてい

て,田 植 えや彼岸花のシーズンには多 くの人々がそれ を

目的に訪れ る。一方で,棚 田の耕作は平地にくらべ困難

が多 く,過 疎高齢化か ら耕作をやめる棚 田が増 えてきて

いる。それが景観を損なうことにもつなが り,地 域にと

って深刻な課題 となっている。

敷地とした分田棚 田は,川 に迫 る急斜面に築かれてい

るため,細 長い田が急勾配 に雛壇状に並んでいる。その

最上部の棚 田が,機 械が入 らず,数 年来,耕 作放棄地と

なって しまっていた。所有者 の了解が得 られたので,そ

の土地を借 りて茅の育成を行 うことになった。

棚 田の耕作放棄地 には樹木 が植 えられているもの も

あるが,景 観 を損な うことにつながって好ましくないと

される。それ にくらべ,茅 はあま りダメージにはならな

い。 とくに今回の敷地は連続する棚田群の最上部で樹林

との境にあり,こ こが茅畑 となることは景観上も悪 くな

く,さ らに,こ の地区の茅葺き民家保全活動へのメッセ

ージにもなる。

5.3現 場 作 業

茅 場 探 し(2018年4.月 ～5月):地 域 関係 者 に茅 場 に

つ い て ヒ ア リ ン グ を 行 な っ た 後,そ れ に も とつ い て新 川

田篭 地 区 内 の 茅 の 生 息 地 を 探 して ま わ っ た 。 す る と,棚

田 の耕 作 放 棄 地 や 山 間 部 の 道 沿 い に所 々 ス ス キ が 確 認 さ

れ た。さ ら に,山 側 の ス ー パ ー 林 道 を入 っ た 先 に 数 カ 所,

ス ス キ の 群 生 地 を発 見 した 。 そ れ ら は2～3mの 高 さが あ

り,屋 根 材 と して 使 用 で き る可 能 性 が 高 い(図5-1)。 た

だ,各 集 落 か らの ア ク セ ス が悪 く,管 理 も され て い な い

状 況 で,茅 場 と して の 条 件 は あ ま り良 く な い 。

ま た,杉 の幼 木 と混 じ っ て ス ス キ が 生 え て い る場 所 も

あ り,植 物 遷 移 の 状 況 が 視 覚 的 に確 認 され た(図5-2)。

た だ し,そ れ らは 丈 が低 く,屋 根 材 に は適 さな い。

敷 地 の整 備(2018年5.月 ～):ス ス キ の 生 育 に は,あ

る 程 度,乾 燥 した 土 壌 の ほ うが 良 い と され,阿 蘇 の 火 山

土壌 は 水 ハ ケ が よ く,適 して い る。 今 回 は 旧棚 田 を 使 う

た め,水 ハ ケ が 良 く な い こ とが 予 想 され る が,最 上 部 に

位 置 し,数 年 に わ た っ て 稲 作 で 水 が 張 られ る こ とは な か

っ た の で,そ の ま ま の 土 壌 を使 うこ と に した 。

5月 後 半 に,敷 地 の 草 刈 り を行 な っ た(図5-3)。 そ の

周 辺 の 雑 草 が 生 い 茂 っ た 部 分 も合 わせ て 刈 り,景 観 を回

復 させ た。そ の 際,自 生 して い る ス ス キ も確 認 され た が,

疎 ら に生 えて い る状 況 で,茎 も伸 び て お らず,使 え る よ

うな も の で は な か っ た。

株 分 け ・植 付 け(2018年11月 ～):新 川 田篭 地 区 内 で

確 認 され た ス ス キ の 生 息 地 の 中 か ら,屋 根 材 に適 した 場

所 を 選 び,ス ス キ の 移 植 を行 う。 時期 は ス ス キ の成 長 が

止 ま る冬 場 が よ い と され て い る こ とか ら,11月 以 降 に 開

始 す る。 準 備 や 試 行 を 重 ね た 後,参 加 型 の 体 験 ワ ー ク シ

ョ ップ を 開 催 す る予 定 で あ る。
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6.今 後に向けて

6.1技 術的な課題

今回のプロジェク トの目的は,ま ず,わ れわれ素人 に

何がどこまでできるかを試すことであった。 しか し,結

局のところ専門家の支援な しにはまったく事業が進まな

かった。 とくに茅葺 きの実践においては,単 なる知識習

得だけでなく,直 接 に実地指導を受けることが必須であ

る。

一方で
,未 経験者でも指導を受 ければ一定の技術の習

得が可能であ り,実 際の工事において戦力にな りうるこ

ともわかった。素人が中心になって補修施工 された屋根

は,9ヶAを 過ぎた現段階でも,比 較的に良好な状態 を

保っている(図6-1)。 ちなみに,専 門技術者に現地指導

を受けた時間は,合 計で4.5時 間であった。

もっとも,今 回の工事は本来の葺き替 えではな く部分

的な補修であ り,採用 した工法も作業量も限定的である。

本格的な葺き替えには高度な技術が伴 うことから,今 回

以上に専門技術者の協力が必要 となろう。今回は専門家

の支援がボランタリー ・ベースで行われたが,一 般には

経費 として見込むべきものである。また,葺 き替え工事

には労働力 も相当に必要で,は るかに多い人員 と日数 を

確保 しなければならない。今回は小規模 な工事だったが,

それでも作業量は決 して少なくなかった。本格的な葺 き

替えに向けては,人 材確保 を含めた体制づくりも課題 と

なる。

また,事 前準備,な かでも物件調査の重要性が再確認

された。工事に入る前の作業がかな り多かった。特に老

朽具合の把握が甘 く,工 事直前になってどのよ うな方法

を採用するかの再考を迫 られた。補修は工法の選択に幅

があり,そ れは建物の特性や傷み具合に左右 される。 こ

のよ うな取 り組みでは,事 前の詳 しい調査にもとつ く検

討が欠かせない。

6.2茅 葺き保全への意識

プロジェク トのもう1つ の目的は,茅 葺き民家の保全

活動への理解を共有 し広めることであった。参加型 ワー

クシ ョップを行なった意図もそこにある。

ワークシ ョップでの作業は僅かなものであったが,予

想以上に参加者の理解 と共感が得 られた。都市住民の茅

葺き民家に対す る評価は高 く,そ の保全についても取 り

組みによって意識 を誘発できる可能性 は十分にある。そ

の際に,今 回のような体験を取 り入れ ることは有効であ

ろ う。

また,茅 葺き職人は,茅 葺き民家およびその技術の持

続に強い関心をもって仕事に取 り組んでおり,こ のプロ

ジェク トにも賛同 と期待 を示 して くれた。ボランタ リー

に協力 してくれたのも,茅 葺きが失われる危機感がもと

になっている。

一方で
,プ ロジェク トを通 じて,地 域住民の茅葺き民

家に対す る評価は,都 市住民ほどには高 くないよ うに感

じられた。地域住民,特 に高齢者にとって茅葺き民家は

それまで普通にあったものであ り,特別な存在ではない。

そして,経 験的にマイナスの側面もよく知ってお り,ワ

ークショップでその認識が大きく変わるわけではない。

茅葺き民家の価値やそれを保全する意義については,都

市民の感覚の押 し付けにならない説明が必要だろ う。

6.3プ ロジェク トの今後

今回の対象物件である 「内ヶ原の家」は,存 続が危ぶ

まれる状況にある。現時点で所有者は解体の意向を示 し

てお り,そ の第一の理 由は 「この負の遺産を子供の代に

残 した くない」 とい うものである。プロジェク トメンバ

ーで,資 産的な対応 も含 め,残 して活用す る方策を検討

しているが,妙 案が見出せているわけではない。 もうひ

とつの取 り組みである茅場再生については,現 在まさに

進行 中である。いずれにせよ,今 後 もこの茅葺きのプロ

ジェク トを試行錯誤 しなが ら続 けていきたいと考えてい

る。



現在は,同 様の茅葺きに関する取 り組みが全国で取 り

組 まれている注6)。その うちのひ とつ,岡 部明子氏が取 り

組む 「ゴンジロウ プロジェク ト」に菊地が参加 した経験

があり,そ れが今回の取 り組みに大いに参考になった。

茅葺き保全は難易度の高い課題であ り,同 様の取 り組み

を行 う人々 と問題を共有 し,連 携 していくことが有効で

あると思われ る。そのような情報やアイデアを共有す る

ネッ トワークが形成 されることを期待す る。

謝辞 本プロジェク トに遂行にあたっては,「 内ヶ原の

家」所有者,内 ヶ原集落の住民の方々に大いなるご理解

とご協力をいただいた。また,茅 葺き職人の方々には,

技術や資材の提供を惜 しみなくしていただいた。心 より

感謝申 し上げる次第である。

<注>

1)う きは市 の依頼 に よ り,同 地 区 の重伝建 選 定 に向 けた実

地 調査 お よび報 告 書執 筆 を九 州大 学 菊地 研 究室 が 担 当 し

た。この調査 では,新 川 田篭 地 区全 域 を対 象 に茅 葺 き民家

につい て,ほ ぼ悉 皆 的に 図面採 取 を行 なった。 そ の際 に,

内 ヶ原集 落の 「公 民館 」 をべ 一ス キ ャンプ と して使 わせ て

いただ き,そ れ 以来,内 ヶ原集 落 との交流 が続 い てい る。

2)木 質構 造 を専 門 とす る佐 藤利 昭氏(九 州 大 学大 学院准 教

授)に 軸組 の状態 を見 ても らい,老 朽 化 が進 ん で十分 な耐

力 が期待 で きず,活 用 には補 強が 必要だ ろ うとい う判 断に

至 った。

3)茅 葺 きの道 具 はそれ ぞれ の地 域 で違 ってお り,今 回,協

力 いた だいた職人 が活動 す る 日田 ・阿蘇 ・佐 賀 の3地 区で

もかな り異な る もの を使 ってい る。 このテ ーマ につい ては

稿 をあ らた めて報 告 したい。

4)そ れ らの うち,今 回の 工事 では,茅 を叩 き均 す ホメイ タ

と茅 を差 し込む 隙間 をつ くるサ ジを主 に使 用 した 。

5)九 州大 学菊地研 究室 が運営す るFaceb・ ・kペー ジ 「うきは

復 興の種 」。

6)同 様 の取 り組 み と して,地 域 住民組 織 と大 学が連 携 し茅

葺 き民家 を再生 した事例 が各 地 に存 在す る。山 口県下 関市

では,定 年退職者 らが中心 とな り地域お こ しの活 動 を行 う

中で,山 口大学 中園研 究室 と共 同で 「歌 野清流庵 」の茅 葺

き屋 根 の葺 き替 え を行 って いる(文 献4)。 千葉 県館 山市 の

「ゴンジ ロ ウ プ ロジ ェク ト」 では,千 葉 大 学岡部 研 究室

(当時)が 老朽化 した茅葺 き 民家 を引き受 け,継 続 した葺

き替 えの作業 な どを通 じ,新 たな 地域 コ ミュニテ ィの核 と

な る空 間づ く りの実践 的取 り組 み を行 なってい る(文 献5)。

広 島県 内では,近 畿大学 市川研 究室 が,西 中国 茅葺 き民家

保 存研 究会 の協力 の 下 「かやぶ き古民 家保存 ・再 生プ ロジ

ェ ク ト」 に取 り組 み,茅 葺 き民家 の再生 や,茅 の確 保 を 目

的 と したスス キ畑 を作 る活動 を行 なっ てい る(文 献6)。

また,茅 葺 き屋 根 の再生 に 関 して,茅 葺 きの技術 を習得 し

た職人 が,技 術 の継承 を 目的 と し,職 人 集 団の企業化 を試

み てい る(京 都 府城 陽市 「山城萱 葺株 式会 社」,京 都 府 南

丹市 「美 山茅葺 株 式会社 」 な ど)。 あるい は,か やぶ き屋

根 を維 持す る仕組 みづ くりに 向け,地 域 と連携 した組 織作

りや情 報発信 の取 り組み な ども行 な われ てい る(淡 河かや

ぶ き屋 根保 存会 「くさかん む り」,茅 葺 きポー タル サイ ト

「茅葺 屋」 な ど)。
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